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あと1年で、創立120周年
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　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。みなさまには
平素より本学へのご支援・ご厚情を賜り、ありがたく
厚く御礼申し上げます。
　本学にとりまして創立120周年の節目の年となりま
す2020年に向けて、現在は「創立120周年記念事業」
の実現に邁進しているところでございます。この記念
事業では、教育・研究の一層の充実を図ることはもと
より、国分寺キャンパス第2期整備事業としてそれを
支える施設や環境の整備にも取り組み、本学のさらな
る発展の基礎を築くことになるものと考えております。
さらには、「東京経済大学120周年史」の編纂、創立
120周年を記念した特別展示などを計画し、着々と準
備を進めております。
　また、駅伝大会での活躍を支援する事業、学生たち
が本学で成長していく姿を記録していく事業など、大
学ならではの計画も盛り込んでおり、東京経済大学の
現在をさまざまな角度からご披露申し上げることがで
きる内容でもございます。
　これらの記念事業の実現は、すでにご協力をお願い
しております「東京経済大学創立120周年記念事業募
金」への寄付金に依るところも大きく、これまでにた
くさんの方々のご理解・ご賛同を得て参りましたこと
には深甚なる感謝の意を表したく存じます。
　しかしながら、総事業費90億円を予定しております
記念事業を推進してまいりますには、引き続きみなさ
まから絶大なるご支援をお願い申し上げるところでご
ざいます。
　2019年の新春を迎え、創立120年までは余すところ
1年となりました。創立120周年の記念事業は必ずや

「東経大ブランド」の一層の確立に寄与するものと考え、
その実現に向けた「チャレンジ」を加速させていくよ
う努めてまいります。みなさまには本年も倍旧のご厚
誼を賜りたくお願い申し上げます。

　皆様、あけましておめでとうございます。
　1900年創設の大倉商業学校を淵源とする本学は、戦
前の経済・商業系の専門学校から戦後に大学に昇格し
た他の伝統校と比べても、抜群の長い歴史を誇る伝統
校といえます。この「伝統の東経大」をさらに発展さ
せることこそ、学長としての私の使命だと考えていま
す。
　本学は長きにわたって高い研究水準を誇る教授陣を
擁する大学として評価を得てきました。私は、このよ
うな評価の上に「東経大は教育力のある大学だ」とい
う社会の評価を確立することこそ、「伝統の東経大」
を復活させるカギだと考えています。
　私はかつて「日本の大学で他国よりも優れている制
度はゼミであり、ゼミにおける人間教育である」と書
いたことがありますが、アクティブ・ラーニングの強
化が叫ばれている今、その確信はますます深まってい
ます。ゼミこそ「顔が見える教育」、アクティブ・ラ
ーニングの原点であり、学生と教員が相互に切磋琢磨
する場です。
　幸いにも、本学経済学部の石川雅也ゼミのチームが
昨秋「第14回日銀グランプリ」最優秀賞を獲得したよ
うに、本学のゼミ活動は着実に実を結びつつあります。
私は、「ゼミする東経大」の一層の充実を「教育の東
経大」の中心柱としたいと思っています。
　「教育の東経大」のあと二本の柱は、いずれも大倉
高商の教育として定評のあった英語教育と実学教育の
強化を図ることです。その第一歩として、英語のみで
学習・生活する「英語村」、難関資格試験に挑む学生
を支援するための特待生寄宿舎、さらに学内でゼミ合
宿ができる施設などの整備についても早急に検討を開
始したいと考えています。
　皆さま方のご理解とご協力を、よろしくお願い申し
上げます。

理
事
長
・
学
長

新
年
の
あ
い
さ
つ

学校法人 東京経済大学　理事長

後藤 鍈四郎
東京経済大学　学長

岡本 英男

新たな一年、出発に際して
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新正裕尚 全学共通教育センター長・経営学部教授

東経大
「総合教育科目」の

現状と課題

「
総
合
教
育
科
目
」
の
あ
り
方

　

教
養
部
門
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
等
に
携
わ
っ
て

い
た
と
き
個
人
的
に
頭
に
浮
か
ん
で
い
た
言
葉
は「
不

易
流
行
」
で
す
。
文
学
に
疎
い
た
め
聞
き
か
じ
り
の

言
葉
を
誤
用
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
我
々
は
歴
史
、
思
想
、
文
学
を
は
じ
め
と
し
て

時
を
超
え
て
不
変
で
普
遍
的
な
内
容
を
含
む
科
目
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
２
０
０
９
年
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
か
ら
の
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
科
目
」
の
導
入
な

ど
、
多
様
な
学
習
履
歴
を
持
っ
た
学
生
の
学
習
ス
キ

ル
を
向
上
さ
せ
る
科
目
も
拡
大
し
て
お
り
、
時
々
の

学
習
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
方
向
性
も
当
然
探
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
沿
う
改
革
で
は
単
に
科

目
を
置
く
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
必
要
な

学
生
を
履
修
誘
導
す
る
か
、
安
定
し
て
科
目
担
当
者

を
確
保
す
る
か
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

全
般
に
注
意
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
計
レ

ベ
ル
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
科
目

レ
ベ
ル
で
も
、
古
典
的
な
題
材
を
扱
い
つ
つ
も
、
今

を
、
未
来
を
生
き
る
学
生
に
と
っ
て
必
要
な
基
礎
知

識
を
提
示
し
、
も
の
の
見
方
を
涵
養
す
る
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
の
教
員
が
目
指
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
学
び
を
保
証
す
る

　
「
総
合
教
育
科
目
」
は
一
部
の
英
語
科
目
と
「
コ

東経大の教養系科目（「総合教育科目」）のもっとも大きな特徴は、教養担当の専任教員も学

部専門の教員と同様の形式の演習（ゼミ）を開講し、卒業研究も担当しうることでしょう。

学部のゼミ・卒論と全く同じ扱いであった時代が長く続いたため、教養科目担当教員の下で

卒論を書いた学生も多数いました。その後カリキュラム内での位置づけには変遷がありまし

たが、根幹の部分には変わりがありません。ここではそのような「総合教育科目」の現状と

今後の課題について私見を述べます。



教 養 講 義 科 目
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ま
っ
て
い
ま
す
。

演
習
系
科
目
の
展
開

　

堺
前
学
長
時
代
に
「
ゼ
ミ
す
る
東
経
大
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
で
ゼ
ミ
に
よ
る
教
育
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
学
外
広
報
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
岡
本
学
長
を

は
じ
め
と
す
る
新
執
行
部
に
お
い
て
も
ゼ
ミ
を
中
核

に
据
え
た
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
教
養
演
習
科
目

群
を
設
置
し
演
習
系
科
目
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
意
図
は
２
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
従
来
か
ら
あ
る
ゼ
ミ
（
総
合
教
育
演
習
）
を

軸
と
し
た
演
習
系
科
目
の
系
統
化
で
す
。
１
年
次
２

期
に
配
当
の
「
教
養
ゼ
ミ
」
は
多
様
な
テ
ー
マ
を
取

り
扱
い
、
い
わ
ば
「
総
合
教
育
演
習
」
の
入
門
編
と

な
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
２
〜
４
年
次
の

「
総
合
教
育
演
習
」
と
「
総
合
教
育
研
究
」
は
従
来
の

方
式
を
踏
襲
し
つ
つ
、
履
修
を
勧
め
る
様
々
な
宣
伝

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
か
ら
は
経
済
学
部
・
経
営
学
部
に
つ
い
て
は「
進

一
層
科
目
」
カ
テ
ゴ
リ
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

学
部
専
門
の
演
習
科
目
と
同
じ
履
修
区
分
に
入
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
経
済
学
部
・
経
営
学
部
で
先
行
的
に

実
施
さ
れ
て
い
た
「
研
究
ノ
ー
ト
」（
３
年
次
生
に

対
す
る
プ
レ
卒
論
的
な
位
置
づ
け
の
科
目
）
も
導
入

予
定
で
系
統
的
学
修
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
ゼ
ミ
や
卒
業
研
究
が
必
修
で
な
い
学
部
の

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
」
を
必
修
と
し
一

部
科
目
を
学
年
指
定
と
し
て
い
る
こ
と
を
除
く
と
、

ほ
と
ん
ど
の
科
目
に
つ
い
て
自
由
選
択
で
1
〜
4
年

の
好
き
な
と
き
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
由
選
択
と
い
っ
て
も
、
履
修
し
て
み
た
い
科
目

が
な
け
れ
ば
困
り
ま
す
か
ら
、
多
様
性
の
担
保
も
教

養
分
野
に
お
け
る
大
き
な
留
意
点
で
す
。
も
ち
ろ
ん

限
ら
れ
た
人
員
で
森
羅
万
象
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
教
員
人
事
・
開
講
科
目
の
計
画
に

お
い
て
は
分
野
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
慎
重
に
考
慮
し
て

い
ま
す
。

　

例
を
あ
げ
る
と
英
語
以
外
の
語
学
は
必
修
科
目
か

ら
選
択
科
目
へ
移
行
し
て
以
来
履
修
者
は
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
常
設
の
語
学
（
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
中
国

語
、
朝
鮮
・
韓
国
語
、
日
本
手
話
）
の
開
講
コ
マ
数

を
履
修
者
数
に
応
じ
て
適
正
化
す
る
と
と
も
に
、
特

別
語
学
と
し
て
多
様
な
語
学
科
目
を
開
講
し
て
い
ま

す
（
２
０
０
９
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
以
降
に
は
、
ア
ラ

ビ
ア
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
モ
ン
ゴ

ル
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ビ
ル
マ
語
、
タ
イ
語
、
ト
ル
コ

語
か
ら
各
年
度
2
〜
4
科
目
を
開
講
）。
も
ち
ろ
ん

開
講
す
る
語
学
の
選
択
に
関
し
て
は
多
様
性
の
観
点

の
み
な
ら
ず
、
過
年
度
の
履
修
動
向
等
ニ
ー
ズ
も
勘

案
し
て
い
ま
す
。
英
語
科
目
に
お
い
て
も
必
修
科
目

か
ら
選
択
科
目
へ
の
履
修
の
系
統
性
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
選
択
科
目
の
豊
富
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
目
で
も
開
講
種
目
の
工
夫
や
実
技
に

理
論
を
加
味
し
た
授
業
展
開
な
ど
の
取
り
組
み
が
始

語学
科目

	

教職
科
目

留
学
生
向け
ベー

シッ
ク・
ベー
シック

科目

	

スポーツ
科
目

多様な分野からなる総合教育科目のハブとなる教養演習科目

歴
史
・
世
界

思
想
・
文
化

芸
術
・
表
現

社
会
・
政
治

心・
身体

自
然
科
学

外

国

語

英

語

日

本

語

多様な分野のハブとなる
教養演習科目
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学
生
の
場
合
、
資
格
試
験
等
に
集
中
し
た
い
と
い
っ

た
理
由
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
事
情
で
ゼ
ミ
所
属

の
な
い
学
生
が
一
定
数
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
学
生

を
含
め
、
半
期
完
結
で
負
担
の
な
い
形
で
少
人
数
授

業
に
触
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
「
総
合
教
育
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
今

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
た
め
に
要
請
さ
れ
る
、
英
語
で

運
営
さ
れ
る
授
業
に
対
応
す
る
可
能
性
を
勘
案
し
て

「
英
語
で
学
ぶ
教
養
」
も
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

気
軽
に
履
修
で
き
る
演
習
系
科
目
は
「
教
養
ゼ
ミ
」

を
含
め
て
、
幸
い
履
修
希
望
者
の
多
い
状
況
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

文
科
系
学
部
を
擁
す
る
私
立
大
学
に
奉
職
す
る
教

員
で
あ
る
我
々
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
状
態

の
研
究
個
室
を
構
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
商
店
主

的
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
演
習
も
理

科
系
の
研
究
室
単
位
の
ゼ
ミ
と
は
異
な
り
個
々
の
教

員
単
位
な
の
で
、
ゼ
ミ
に
個
人
名
が
付
さ
れ
て
「
◎

◎
ゼ
ミ
」
と
普
通
に
呼
ば
れ
ま
す
。
す
る
と
、
と
も

す
れ
ば
他
の
教
員
が
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
て
、

ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
、
相
互
の
理
解

が
薄
い
状
況
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
離

散
化
は
と
り
わ
け
一
人
一
分
野
の
傾
向
が
強
い
教
養

科
目
グ
ル
ー
プ
（
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
）
に
お

い
て
起
こ
り
が
ち
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
所
属
教
員
相

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
化
し
、
そ
れ
を

教
育
に
活
か
す
工
夫
が
必
須
で
す
。
取
り
組
み
の
例

と
し
て
、
総
合
教
育
演
習
の
ゼ
ミ
報
告
会
を
、
本
学

で
早
く
か
ら
ゼ
ミ
研
究
発
表
会
を
始
め
発
展
さ
せ
て

き
た
経
営
学
部
の
軒
先
を
借
り
る
形
で
、
２
０
１
２

年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
徐
々
に
参
加
ゼ

ミ
を
増
や
し
暮
れ
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

報
告
の
形
式
や
発
表
時
の
服
装
な
ど
は
自
由
に
し
て

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
の
も
と
、
学
生
か
ら
の
質
疑

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
教
員
の
立
場
か
ら
も
他

の
ゼ
ミ
の
教
育
内
容
や
雰
囲
気
が
理
解
で
き
る
集
ま

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
追
っ
て
、
２
０
１
４

年
度
か
ら
は
総
合
教
育
研
究
の
発
表
会
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
教
養
部
門
に
お
い
て
も
、
ゼ

ミ
が
多
様
な
分
野
の
教
員
・
科
目
の
集
合
体
に
お
け

る
教
育
上
の
ハ
ブ
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
教
員
間
の
協
力
体
制
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
、
新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
、
教
養
部
門
の
運
営
体
制
が
今
後
も
担
保
さ

れ
、
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
に
属
す
る
個
々
の
教

員
が
大
学
全
体
の
教
育
方
針
を
理
解
し
、
教
養
科
目

の
果
た
す
べ
き
役
割
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た
ゼ
ミ
教
育

で
の
貢
献
以
外
に
、
特
に
低
年
次
生
と
の
接
触
場
面

の
多
い
わ
れ
わ
れ
は
、
大
学
で
の
学
び
の
導
入
時
に

あ
る
学
生
の
学
習
へ
の
興
味
、
意
欲
の
涵
養
に
つ
な

が
る
様
々
な
教
育
手
法
の
工
夫
に
努
め
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

2017年度総合教育演習ゼミ発表会の1コマ
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
は
「
流
通
論
」
と
「
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」
を
選
択
必
修
と
し
て
、
基

礎
を
し
っ
か
り
学
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
を
例
に
挙
げ
る
と
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」「
サ
ー
ビ
ス
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」
と
い
っ
た
各
論
ま
で
整

備
さ
れ
、
す
べ
て
が
専
任
教
員
に
よ
り
開
講
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
そ
し
て
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学

科
の
最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、「
実
践
」
を
重

視
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
近
年
で
は
、
小
中
高

等
教
育
で
も
生
徒
が
能
動
的
に
学
ぶ
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
が
、
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
で
は

20
年
前
か
ら
「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
」
と
「
企

業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
当
時
は
オ
フ
・
キ
ャ
ン

パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
を
専
門
教
育
の
総
仕

上
げ
と
し
て
、
３
年
次
の
選
択
必
修
科
目
と
い

う
重
要
な
位
置
づ
け
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
」
で
は
20
名
く
ら
い

の
少
人
数
ク
ラ
ス
で
事
例
を
分
析
し
、
問
題
点

や
解
決
策
を
討
議
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま

す
。
慶
応
義
塾
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
経

営
学
大
学
院
）
で
使
用
す
る
ケ
ー
ス
や
、
本
学

担
当
教
員
が
自
ら
作
成
し
た
ケ
ー
ス
を
使
用
し

て
い
ま
す
。「
ケ
ー
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
」
と
い
う

教
授
法
に
つ
い
て
理
解
を
共
有
す
る
た
め
に
、

開
講
初
年
度
に
は
木
村
立
夫
教
授
の
ゼ
ミ
生
が

ケ
ー
ス
討
議
す
る
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
現
在
で
は
選

択
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
科
開
設
当
初

は
毎
年
約
１
０
０
名
の
学
生
が
、
20
社
近
い
大

手
企
業
で
研
修
を
受
け
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

２
０
０
１
年
度
の
派
遣
先
に
は
、
オ
ン
ワ
ー
ド

樫
山
、
花
王
販
売
、
京
王
百
貨
店
、
国
分
、
藤

沢
さ
い
か
屋
、
サ
ン
エ
ス
、
西
友
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ト
ー
ク
ツ
、
東
芝
物

流
、
西
川
産
業
、
日
立
物
流
、
丸
井
、
マ
ン
ダ

ム
、
リ
ー
ガ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
菱
食
、

サ
ミ
ッ
ト
、
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
ナ
ビ
ス
ペ
ー
ス
と
、メ
ー
カ
ー
、卸
、

小
売
り
、
物
流
、
広
告
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

サ
ー
ビ
ス
を
含
む
、
多
様
な
業
界
に
お
け
る
19

社
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
協
力
企

業
を
確
保
で
き
た
の
は
、
宮
下
正
房
教
授
の
ご

尽
力
と
葵
流
通
会
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
依
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
も
う
1
つ
の
大
き
な
特
色
は
、
活

発
な
ゼ
ミ
の
研
究
活
動
で
す
。
理
論
に
も
と
づ

く
実
証
研
究
に
加
え
て
、
よ
り
実
践
的
な
戦
略

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
企
画
を
行
う
ゼ
ミ
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、本
学
の
卒
業
生
で
あ
る
本
藤
貴
康
教
授（
流

通
論
）
と
小
木
紀
親
教
授
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

論
）
の
ゼ
ミ
で
は
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

新
学
科
開
設
の
背
景

　

本
学
の
経
営
学
部
は
１
９
６
４
年
に
経
済
学

部
商
学
科
を
改
組
す
る
形
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
企
業
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
も
活
発
化
し
、
流
通
面
で
も

大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の
伸
長
や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
多
様
な
小
売
り
業
態
の
誕
生
、

高
度
な
物
流
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
、
90

年
代
ま
で
に
様
々
な
変
革
が
起
き
ま
し
た
。
ま

た
、
実
社
会
に
お
け
る
流
通
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
伝
統

的
な
商
学
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
発

展
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費
者
行
動
研
究

に
従
事
す
る
国
内
の
研
究
者
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
に
、
１
９
９

８
年
4
月
に
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
が
誕

生
し
ま
し
た
。
開
設
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

「
高
度
情
報
化
社
会
、
国
際
的
大
競
争
、
生
活

者
優
先
の
時
代
の
市
場
創
造
を
担
う
人
材
の
育

成
」
が
謳
わ
れ
、
21
世
紀
に
向
け
た
新
学
科
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色

　

新
学
科
開
設
か
ら
今
日
ま
で
の
間
に
は
、
経

営
学
部
お
よ
び
全
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や

教
学
改
革
と
連
動
す
る
形
で
何
度
か
変
更
が
あ

っ
た
も
の
の
、
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の

基
本
方
針
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
一
に
、
科
目
構
成
は
伝
統
的
な
商
学
分
野

に
止
ま
ら
ず
、
理
論
・
政
策
・
歴
史
と
い
っ
た

異
な
る
観
点
か
ら
20
以
上
の
専
門
科
目
が
開
講

さ
れ
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
よ
り
１
年
次
、
2
年
次

以
上
、
3
年
次
以
上
で
段
階
的
に
履
修
す
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
度
の

副学長・経営学部教授  岸 志津江

流通マーケ ティング学科
20周年に寄せて

左『入門　流通とマーケティング』、右「ケース・メソッド」教材
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柳
瀬
典
由
教
授
に
よ
る
原
稿
も
含
め
て
、
幅
広

い
内
容
を
カ
バ
ー
し
た
入
門
書
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
の
社
会
を
担
う

人
材
の
育
成

　

流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
が
開
設
さ
れ
た

90
年
代
末
に
は
、「
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
と
い
う
言

葉
に
ま
だ
見
ぬ
未
来
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
実
際
に
新
世
紀
を

迎
え
て
み
る
と
、
想
像
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
情

報
通
信
等
の
技
術
革
新
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一

例
を
挙
げ
る
と
、
車
の
燃
料
は
ガ
ソ
リ
ン
か
ら

電
気
に
変
わ
り
、
移
動
手
段
に
は
自
動
運
転
や

カ
ー
シ
ェ
ア
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
や
様
々
な
モ
ノ
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
、
Ａ
Ｉ
が
制
御
す
る

第
四
次
産
業
革
命
の
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
は
、「
デ

ジ
タ
ル
」
と
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
り
、
生
産
か
ら
流
通
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
わ
た
る
広
範
な
過
程
に
変
革
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

大
学
は
未
来
の
社
会
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
場
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
で

き
る
能
力
の
開
発
に
も
注
力
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
現
実
の
表

層
を
捉
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ

る
本
質
を
見
極
め
、
将
来
の
た
め
に
何
を
す
る

べ
き
か
的
確
に
判
断
し
実
行
に
移
す
能
力
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
技
術
革
新
や
Ａ
Ｉ
の
脅
威

に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
顧
客
志
向
と
い
う

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
原
点
を
見
失
わ
ず
に
、
私

た
ち
は
21
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
（
注：本
文
中
の
社
名
お
よ
び
役
職
名
は
当
時
の
も
の
で
す
）

ョ
ン
に
よ
る
製
品
開
発
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
専
任
教
員
の
う

ち
学
科
開
設
時
か
ら
在
籍
し
て
い
る
教
員
は
中

光
政
教
授
、
近
藤
浩
之
教
授
、
田
島
博
和
教
授
、

私
の
4
名
の
み
と
な
り
、
若
返
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。
若
手
教
員
を
中
心
に
、
夜
ま
で
学
生
の

研
究
指
導
に
あ
た
り
、
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
等
に

も
積
極
的
に
応
募
し
実
績
を
挙
げ
て
い
る
ゼ
ミ

も
あ
り
ま
す
。
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
続
い
て

い
る
Ｊ
Ｒ
の
車
内
広
告
「
ゼ
ミ
す
る
東
経
大
」

に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
、

誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
ゼ
ミ
の
運
営
に
止
ま
ら

ず
、
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
か
ら
は
副
学

長
や
学
部
長
、
教
務
主
任
、
全
学
教
務
委
員
長

な
ど
の
役
職
を
担
う
教
員
も
選
出
さ
れ
、
学
部

お
よ
び
大
学
運
営
に
も
一
定
の
貢
献
を
し
う
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

盛
大
な
開
設
記
念
行
事

　

流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
は
開
設
当
初
、

２
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

98
年
秋
に
は
学
科
開
設
を
記
念
し
て
「
21
世
紀

に
お
け
る
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
向
を
探

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
３
回
に
わ
た
っ
て

本
学
で
大
規
模
な
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

（
後
援
：
東
京
商
工
会
議
所
、
日
本
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
協
会
、
日
本
小
売
業
協
会
、
日
本
卸
売

業
協
会
、
国
分
寺
市
）。
学
外
か
ら
は
、
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
㈱
社
長
の
瀬
戸
雄
三
氏
、
㈱
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
副
会
長
の
清
水
秀
雄

氏
、
㈱
西
友
社
長
の
渡
辺
紀
征
氏
を
ス
ピ
ー
カ

ー
と
し
て
お
迎
え
し
、
本
学
か
ら
は
中
川
十
郎

教
授
、
木
村
立
夫
教
授
、
宮
下
正
房
教
授
が
登

壇
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
２
０
０
０
年
10
月
に

は
本
学
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念
学
術
行
事
の

一
環
と
し
て
、
丸
の
内
の
東
商
ホ
ー
ル
で
「
21

世
紀
に
お
け
る
経
営
と
流
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

─
Ｉ
Ｔ
革
命
時
代
へ
の
対
応
─
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

土
屋
守
章
教
授
に
よ
る
講
演
に
続
き
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
宮
下
教
授
の
進
行
に
よ
り
、
ジ
ャ

ス
コ
㈱
名
誉
会
長
の
岡
田
卓
也
氏
、
㈱
菱
食
社

長
の
廣
田
正
氏
、
㈱
資
生
堂
社
長
の
福
原
義
春

氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
科
開
設
10
周
年
に
あ
た
る
２
０
０
８
年
に

は
、
経
営
学
部
１
年
生
全
員
が
履
修
す
る
「
流

通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し

て
、『
入
門　

流
通
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
と

い
う
本
を
専
任
教
員
の
分
担
執
筆
に
よ
り
作
成

し
ま
し
た
。
既
に
退
職
な
さ
っ
て
い
る
木
村
立

夫
教
授
、石
井
寛
治
教
授
（
日
本
学
士
院
会
員
）、

流通マーケ ティング学科

流通マーケティング学科開設記念講演　アサヒビール㈱社長の瀬戸雄三氏

「創立100周年記念講演・シンポジウム」左からジャスコ㈱名誉会長の岡田卓也氏、㈱菱食社
長の廣田正氏、㈱資生堂社長の福原義春氏、宮下正房教授
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集
に
よ
り
、
成
功
裏
に
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
端

を
ご
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

テ
ー
マ
と
し
て
今
回
の
主
題
は
、「
出
版
メ

デ
ィ
ア
・
出
版
学
の
新
た
な
る
展
望
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

区
分
し
て
、
参
加
各
国
か
ら
の
報
告
発
表
及
び

フ
ロ
ア
か
ら
の
質
疑
応
答
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
充

実
し
た
内
容
で
す
が
全
て
を
お
伝
え
す
る
の
は

紙
幅
の
関
係
で
難
し
い
の
で
、
そ
の
一
部
を
後

述
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、「
出
版
」
な
る
も
の
は

単
な
る
学
問
的
領
域
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
の

出
版
事
業
・
出
版
産
業
と
い
う
経
済
的
活
動
と

密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

現
代
的
に
は
、
17
世
紀
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
の

印
刷
革
命
以
来
５
世
紀
に
わ
た
っ
て
君
臨
し
て

き
た
と
い
う
か
常
識
と
な
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で

の
紙
の
印
刷
媒
体
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

電
子
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
も
の

が
登
場
し
、
隆
盛
を
見
せ
始
め
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
焦
燥
感
・
危
機
感
も
あ
っ

て
か
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
内
外
の
実
業
関
係

者
も
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
学
術
研
究
機
関
と
し
て
の「
大
学
」

が
、
こ
う
し
た
産
学
共
同
の
姿
で
問
題
提
起
・

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
（
こ
れ
に
読
者
・

消
費
者
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

も
あ
り
ま
す
）。

2

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
の
と

	

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
で
は

大
違
い
！

　

ま
ず
最
初
に
、
舞
台
裏
の
話
？
で
恐
縮
な
の

で
す
が
、
率
直
に
私
の
実
感
を
申
し
上
げ
ま
す
。

６
年
前
の
時
は
報
告
発
表
者
の
一
員
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
、
実
行
委
員
長
の
立

場
に
な
る
と
「
こ
り
ゃ
、
多
く
の
方
に
お
世
話

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
う
し
た

成
果
が
生
ま
れ
る
の
だ
な
ぁ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

日
程
調
整
や
来
日
者
・
報
告
発
表
者
確
定
な

ど
の
ド
タ
バ
タ
は
当
然
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

会
議
の
通
例
と
し
て
予
稿
集
（
発
表
論
文
）
を

あ
ら
か
じ
め
日
・
中
・
韓
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語

に
翻
訳
し
て
用
意
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど

大
変
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
言
語
に
精
通
し
て
い

る
学
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
に
お
願
い
し
ま
す
が
、

専
門
用
語
や
機
微
に
渡
る
表
現
な
ど
も
あ
っ
て
、

準
備
す
る
だ
け
で
も
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

細
か
い
話
で
す
が
、
各
国
の
報
告
者
が
発
表
時

に
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
図
表
や
要
点
提
示

に
つ
い
て
も
、
報
告
者
の
国
の
固
有
の
言
語
で

は
な
く
英
語
に
よ
る
統
一
表
記
に
し
て
も
ら
う

な
ど
、
先
方
と
の
交
渉
も
含
め
国
際
会
議
な
ら

で
は
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。我
々
研
究
者（
学

者
）
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
か
ら
当
た
り
前

と
考
え
て
い
て
も
、
い
ざ
実
際
に
実
業
の
商
売

と
し
て
外
国
に
赴
い
て
営
業
・
販
売
活
動
を
す

る
場
面
で
は
極
め
て
難
儀
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と

痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
の
ソ
ニ
ー
は
じ
め
自

動
車
産
業
な
ど
、
日
本
の
モ
ノ
造
り
技
術
の
製

品
を
海
外
進
出
さ
せ
て
い
っ
た
先
人
達
の
ご
苦

労
が
身
に
沁
み
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
通
訳
の
方
々
の
ご
活
躍
に
も
敬

服
い
た
し
ま
し
た
。
報
告
発
表
な
ら
ば
予
稿
集

も
あ
り
ま
す
し
、
時
間
の
制
約
の
関
係
で
報
告

者
に
口
頭
発
表
用
の
下
原
稿
も
事
前
用
意
を
い

1

成
功
裏
に

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

昨
年
11
月
10
日
㈯
、
本
学
・
２
号
館
（
メ
イ

ン
会
場
は
、
Ｂ
３
０
１
教
室
）
に
お
い
て
、
本

学
・
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
国
際
出
版

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（T

he International 
Forum

 on Publishing Studies
）」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
、

具
体
的
に
は
日
本
・
中
国
・
韓
国
の
出
版
学
会

が
中
心
と
な
っ
て
定
期
的
に
催
さ
れ
て
い
る
国

際
学
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
て
、
今
回
は

そ
の
18
回
目
を
迎
え
た
も
の
で
、
日
本
で
の
開

催
は
６
年
振
り
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
出
版
学
会
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
の
協
賛
も
得
て
、
海
外
か
ら
の
参
加
者
約

30
名
を
含
め
、
全
体
で
百
人
近
く
を
数
え
る
参

国際シンポジウム　実行委員会委員長  和泉澤 衞 現代法学部 教授

2018年度・国際シンポジウム

「国際出版研究フォーラム」
開催

The	International	Forum	on	Publishing	Studies
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わ
れ
、
中
国
か
ら
は
「
新
出
版
・
新
読
者
・
新

編
集
者
」
と
題
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
・

転
換
に
関
す
る
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
著
作
権
制
度
の
動
向
と
課
題
に

つ
い
て
、
近
年
の
日
・
中
・
韓
・
香
港
・
台
湾

に
お
け
る
著
作
権
法
を
め
ぐ
る
現
状
や
米
国
に

お
け
るG

oogle B
ooks

訴
訟
事
件
を
例
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
（
図
書
館
の
蔵
書

が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
読
め
る
等
）
の
進
展
に

非
英
語
圏
も
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ

第
四
の
出
版
技
術
の
視
点
か
ら
は
、
中
国

か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
教
育
出
版
を
例
と

し
た
研
究
報
告
が
、
韓
国
か
ら
は
図
書
コ
ン
テ

ン
ツ
の
相
互
テ
キ
ス
ト
性
（
互
換
性
）
の
向
上

を
図
る
た
め
の
技
術
的
戦
略
的
な
研
究
を
内
容

と
す
る
報
告
が
、
日
本
か
ら
は
活
字
出
版
物
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
視
覚
障
が
い
者
な
ど
）
を

進
め
る
た
め
の
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

カ

多
岐
に
わ
た
る
充
実
し
た
内
容
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
報
告
発
表
い
た
だ
き
、

活
発
な
議
論
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
立
食
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
の
会
場
で
も
続
く
ほ
ど
で
、
盛
況
理

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4

お
わ
り
に

　

こ
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
引
き
続
き
今
後

と
も
定
期
的
に
催
し
て
く
こ
と
が
大
事
で
、
や

や
も
す
る
と
緊
張
関
係
と
な
る
国
々
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
国
際
的
な
相
互
理
解

と
協
調
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
学
の
学
術
研
究

セ
ン
タ
ー
に
ご
助
成
を
頂
戴
し
、
篤
く
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
質
疑
応
答
の
時
は

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
場
合
は
、
日
本
語
＝
中
国
語
と
日
本
語

＝
韓
国
語
の
同
時
通
訳
を
外
部
に
委
託
し
て
お

願
い
し
た
の
で
す
が
（
三
か
国
の
言
語
を
全
て

瞬
時
に
通
訳
で
き
る
方
は
稀
有
で
す
し
、
予
算

の
関
係
も
あ
っ
て
・
笑
）、
報
告
発
表
の
時
の

ス
ピ
ー
ド
で
レ
シ
ー
バ
ー
に
入
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
そ
の
感
覚
で
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
が
あ

り
演
台
の
発
表
者
も
応
答
す
る
の
で
す
が
、
例

え
ば
韓
国
語
＝
中
国
語
の
場
合
に
は
、
実
際
は
、

韓
国
語
→
日
本
語
→
中
国
語
と
い
う
経
路
で
通

訳
さ
れ
る
の
で
「
時
差
」
が
生
じ
て
、
質
疑
応

答
で
ウ
イ
ッ
ト
な
笑
い
を
誘
う
状
況
で
は
、
会

場
の
笑
い
声
が
時
差
で
起
こ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
同
時
通
訳
さ

ん
の
プ
ロ
の
力
量
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

さ
ら
に
、
会
場
ま
で
の
路
上
案
内
板
や
会
場

演
壇
奥
の
横
断
幕
型
の
プ
レ
ー
ト
設
置
な
ど
本

学
の
事
務
職
員
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
し
、

本
学
の
院
生
・
学
生
に
も
各
種
の
お
手
伝
い
を

た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

「
閲
読
」
の
意
味
と
し
て
、「
閲
」
は
光
を
受
容

し
て
処
理
す
る
と
い
う
人
類
生
ま
れ
な
が
ら
の

性
質
で
、「
読
」
は
文
字
記
号
を
解
読
し
て
頭

の
中
で
音
声
記
号
に
変
え
る
と
い
う
生
後
か
ら

習
得
す
る
技
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
構
築
さ
れ

て
き
た
読
書
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
今
、「
読
」
の

時
代
か
ら
「
閲
」
の
時
代
へ
と
移
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
は
、

戦
前
期
の
上
海
に
お
け
る
邦
字
学
術
雑
誌
（
東

亜
同
文
書
院
の
「
支
那
研
究
」）
を
め
ぐ
る
研

究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
は
、
発
表
者

は
本
学
大
学
院
の
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
る

中
国
か
ら
の
留
学
院
生
（
女
性
）
で
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
原
文
は
日
本
語
の
論
文
で
発

表
も
日
本
語
、
中
国
か
ら
の
参
加
者
の
質
問
に

対
し
て
も
日
本
語
で
応
答
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を
目
の
当
た
り
に
し
た

次
第
で
す
（
な
お
、
応
答
に
つ
い
て
は
、
前
記

の
同
時
通
訳
の
事
情
？
を
ご
存
知
で
、
そ
れ

を
配
慮
し
て
い
た
だ
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
…
…
）。

ウ

第
二
の
出
版
産
業
の
視
点
か
ら
は
、
中
国

か
ら
は
中
国
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
文
学
の
現
状
と

課
題
の
研
究
報
告
が
、
韓
国
か
ら
は
韓
国
出
版

産
業
に
つ
い
て
文
字
の
紙
媒
体
の
出
版
業
と
音

楽
・
映
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
の
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ

分
野
と
を
比
較
し
つ
つ
現
状
と
課
題
の
研
究
報

告
が
、
ま
た
、
日
本
か
ら
は
戦
後
雑
誌
メ
デ
ィ

ア
に
つ
き
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
日
本
に
と
っ
て

の
〈
他
者
〉
が
ど
の
よ
う
に
表
象
（
受
容
）
さ

れ
て
き
た
か
を
音
楽
雑
誌
を
例
と
し
て
研
究
分

析
し
た
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ

第
三
の
出
版
制
度
の
視
点
か
ら
は
、
韓
国

か
ら
は
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
伴
い
韓
国
の

出
版
制
度
（
政
策
）
の
現
状
と
未
来
志
向
的
な

方
向
性
の
提
起
を
内
容
と
す
る
研
究
報
告
が
行

3

今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

概
要
・
コ
ン
テ
ン
ツ

ア

詳
し
く
は
追
っ
て
発
行
さ
れ
る
本
学
・
学

術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
記
録
資
料
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
つ
か
簡
潔
に
こ

の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

全
体
の
テ
ー
マ
は
「
出
版
メ
デ
ィ
ア
・
出
版

学
の
新
た
な
る
展
望
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
、「
出
版
史
の
視
点
か
ら
」・「
出
版

産
業
の
視
点
か
ら
」・「
出
版
制
度
の
視
点
か

ら
」・「
出
版
技
術
の
視
点
か
ら
」
と
い
う
四
つ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
区
分
し
て
報
告
発
表
と
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ

第
一
の
歴
史
的
な
視
点
か
ら
は
、
韓
国
か

ら
は
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
誕
生
と
現
在
に
至
る
ま

で
の
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
グ
ル
は

表
音
文
字
で
す
。
日
本
で
い
え
ば
カ
タ
カ
ナ
の

五
十
音
に
相
当
す
る
の
で
す
が
、
韓
国
歴
史
ド

ラ
マ
で
ご
存
知
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
朝
鮮
の
四
代
王
で
あ
る
世
宗
（
セ
ゾ
ン
）

が
一
四
四
三
年
に
「
訓
民
正
音
」
と
し
て
漢
字

の
読
め
な
い
当
時
の
民
衆
で
も
簡
単
明
瞭
な
音

声
記
号
の
組
み
合
わ
せ
で
表
現
で
き
る
も
の
と

し
て
創
製
し
た
も
の
で
す
（
母
音
記
号
五
つ
と
、

ア
カ
サ
タ
ナ
な
ど
の
子
音
の
行
の
記
号
さ
え
理

解
す
れ
ば
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
な
の
で
誰
で
も

発
声
で
き
る
世
界
的
に
も
珍
し
い
表
音
文
字
体

系
で
す
）。
た
だ
、
出
版
と
い
う
面
で
は
、
世

界
最
古
と
さ
れ
る
木
版
や
金
属
活
字
の
技
術
を

持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
貴
族
支
配
階
層
や
官

僚
の
掌
中
に
止
ま
り
、
一
般
大
衆
へ
の
書
籍
の

自
由
な
流
通
を
阻
害
す
る
結
果
と
な
っ
た
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
か
ら
は
、
紙
媒
体

と
電
子
媒
体
の
違
い
や
変
容
に
関
す
る
研
究
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
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連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」
を
は
じ
め
、
数
々
の
作
品
で
唯
一
無
二
の
存
在
感
を
放
つ
俳
優
・
山
中
崇
さ
ん
。

役
者
を
志
し
た
原
点
は
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
19
年
前
、
東
京
経
済
大
学
の
演
劇
研
究
会
で
過
ご
し
た
日
々
に
あ
っ
た
。

ク
セ
の
あ
る
役
柄
を
演
じ
る
こ
と
も
多
い
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
の
人
懐
っ
こ
い
柔
ら
か
な
笑
顔
で
、
学
生
時
代
の
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
た
。

会
し
ま
し
た
。
正
直
、
当
時
の
東
経
大
の
演
劇

っ
て
、
早
稲
田
や
明
治
と
違
っ
て
別
に
有
名
で

も
盛
ん
で
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
な
ん
だ

か
や
た
ら
面
白
い
人
が
集
ま
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
ね
。
い
ま
も
演
劇
を
続
け
て
い
る
先
輩
も
い

る
し
、
後
輩
に
は
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
川
村
エ

ミ
コ
さ
ん
も
い
た
り
し
て
ね
。
当
時
の
仲
間
と

は
、
20
年
近
く
経
っ
た
い
ま
も
交
流
が
あ
る
ん

で
す
よ
。

　

演
じ
る
こ
と
に
の
め
り
込
む
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
は
、１
年
の
初
舞
台
で
す
。役
は「
７
代

目
ド
ラ
え
も
ん
」（
笑
）。
も
と
も
と
引
っ
込
み
思

案
で
人
前
に
立
つ
の
が
得
意
な
方
で
も
な
い
ん

で
す
が
、
観
客
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
返
っ

て
く
る
と
こ
ろ
が
、
怖
い
ん
だ
け
ど
た
ま
ら
な

い
っ
て
い
う
感
覚
で
し
た
。
あ
と
、
大
道
具
か

ら
チ
ラ
シ
ま
で
皆
で
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

る
作
業
が
面
白
く
て
。
初
舞
台
が
終
わ
っ
た
時
、

皆
で
ボ
ロ
ボ
ロ
泣
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
は
大
学
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
演
劇

に
費
や
し
ま
し
た
ね
。
サ
ー
ク
ル
活
動
に
加
え

て
、
外
部
の
小
劇
場
の
舞
台
に
も
ち
ょ
こ
ち
ょ

こ
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
多
い
と
き
は
年

６
本
も
の
舞
台
に
出
て
い
ま
し
た
。
先
輩
に
は
、

通
学
時
間
も
惜
し
か
っ
た

演
劇
漬
け
の
大
学
生
活

─
─
東
経
大
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
へ

進
学
し
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
の
頃
は
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
っ
て
、

そ
の
解
決
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
。
で
も
塾
の
先
生
に
「
そ
れ
な

ら
官
僚
に
な
る
と
い
い
」
と
言
わ
れ
て
大
人
し

く
諦
め
ま
し
た（
笑
）。
社
会
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
、

人
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
も
興
味

が
あ
っ
た
の
で
、
社
会
学
部
が
あ
る
大
学
を
調

べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東
経
大
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
存
在
を
知
っ
た
ん
で
す
。
当
時

ま
だ
２
期
目
で
未
知
数
と
い
う
の
も
ワ
ク
ワ
ク

し
た
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

ゾ
ー
ン
の
広
い
学
び
の
中
か
ら
好
き
な
も
の
を

突
き
詰
め
て
い
け
る
の
は
自
分
に
合
っ
て
い
る

と
思
い
、
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

─
─
大
学
入
学
後
す
ぐ
に
、
演
劇
研
究
会
に
入

ら
れ
ま
し
た
ね
。

　

演
劇
か
映
画
の
サ
ー
ク
ル
か
迷
っ
て
い
た
ん

で
す
が
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
先
輩
の
人
柄
に

惚
れ
て
演
劇
研
究
会
「
劇
団
み
つ
ば
ち
」
へ
入

俳
優

山
中
崇
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒
業
）

T
A
K
A
S
H
I		Y
A
M
A
N
A
K
A

　

１
９
７
８
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
２
０
０
０
年
、
東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒
業
。
学
生
時
代

よ
り
演
劇
活
動
を
始
め
、
多
く
の
舞
台
に
出
演
。
以
降
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
幅
広
く
活
躍
中
。
主
な
映
画
出
演
作
と
し
て
、『
松
ヶ
根
乱
射

事
件
』、『
ア
ウ
ト
レ
イ
ジ　

ビ
ヨ
ン
ド
』、『
恋
人
た
ち
』、『
あ
ゝ
、
荒
野
』
な
ど
。
ド
ラ
マ
で
は
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ご
ち
そ
う
さ
ん
」、「
イ
ノ
セ

ン
ト
・
デ
イ
ズ
」
な
ど
が
あ
る
。
近
年
の
舞
台
出
演
作
に
「
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
」、「
消
え
て
い
く
な
ら
朝
」
等
、
数
々
の
作
品
に
出
演
。
２
０
１
９
年

は
、
映
画
『
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
』
が
１
月
26
日
㈯
よ
り
、『
ね
こ
と
じ
い
ち
ゃ
ん
』『
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
』
が
２
月
22
日
㈮
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
公
開

予
定
。
ド
ラ
マ
で
は
、
テ
レ
ビ
大
阪
・
Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
「
面
白
南
極
料
理
人
」
の
放
送
も
１
月
か
ら
始
ま
る
。
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わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
て
。
作
品
や

僕
の
演
技
に
つ
い
て
の
感
想
も
熱
心
に
伝
え
て

く
れ
た
ん
で
す
。
あ
れ
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
ね
。

　

思
い
出
深
い
場
所
は
、
や
っ
ぱ
り
公
演
を
し

て
い
た
葵
陵
会
館
小
ホ
ー
ル
と
か
、
部
室
棟
で

す
か
ね
。
あ
と
新
次
郎
池
、
ま
だ
あ
り
ま
す
よ

ね
？　

よ
か
っ
た
（
笑
）。
静
か
で
落
ち
着
く

か
ら
、
一
人
に
な
り
た
い
時
に
た
ま
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
国
分
寺
駅
か
ら
キ
ャ
ン

パ
ス
ま
で
の
道
は
好
き
だ
っ
た
な
。
朝
は
坂
道

を
登
り
な
が
ら
「
こ
れ
か
ら
授
業
行
く
ぞ
」
っ

て
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
し
、
帰
り
は
下
り
な
が
ら

脱
力
で
き
る
か
ら
。

─
─
在
校
生
へ
伝
え
た
い
こ
と
は
。

　

大
学
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
敷
か
れ
て
い
た

レ
ー
ル
が
急
に
な
く
な
る
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
進
む
か
は
自
分
次
第
、
正
解
は
誰
も
教
え

て
く
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
ま
ず
動
い
て
み
る
。
僕
は
そ
れ
が

た
ま
た
ま
演
劇
で
し
た
。
自
分
の
人
生
な
ん
だ

か
ら
、
自
分
で
決
断
し
、
自
分
の
責
任
に
お
い

て
行
動
す
れ
ば
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

や
ら
な
い
後
悔
よ
り
、
や
っ
て
す
る
後
悔
の

方
が
い
い
─
─
。
こ
れ
は
、
芸
術
家
・
岡
本
太

郎
さ
ん
の
著
書
『
自
分
の
中
に
毒
を
持
て
』
に

記
さ
れ
て
い
た
内
容
で
、
大
学
時
代
に
読
ん
で

以
来
、
ず
っ
と
僕
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま

す
。
若
い
皆
さ
ん
に
も
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
最
後
に
も
う
一
つ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
も

し
大
学
生
活
を
や
り
直
せ
る
な
ら
？　

　

ま
ず
、
好
き
な
授
業
ば
っ
か
り
出
て
ガ
ッ
ツ

リ
勉
強
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
先
生
方
の
部
屋
に

ど
ん
ど
ん
押
し
か
け
て
、
人
生
の
大
先
輩
か
ら

色
々
な
こ
と
を
教
わ
り
た
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん

も
、
い
い
意
味
で
大
学
を
も
っ
と
も
っ
と
〝
利

用
〟
し
て
、
濃
い
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

「
数
出
れ
ば
い
い
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と

助
言
も
も
ら
っ
た
け
ど
、
当
時
は
「
い
ま
は
出

る
時
期
だ
。
板
の
上
に
立
つ
こ
と
が
大
事
な
ん

だ
」
っ
て
い
う
確
信
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、

授
業
も
出
た
い
し
飲
み
会
も
あ
る
し
で
、
本
当

に
忙
し
か
っ
た
。
通
学
時
間
が
惜
し
く
て
、
国

分
寺
に
住
ん
で
い
る
友
達
の
家
に
よ
く
泊
め
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

─
─
八
巻
俊
雄
先
生
（
現
・
名
誉
教
授
）
の
ゼ

ミ
で
は
広
告
論
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
ね
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で
学
ぶ
う
ち
に
、

広
告
そ
の
も
の
に
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

当
時
は
広
告
業
界
が
潤
っ
て
い
た
時
代
で
し
た

し
、
面
白
い
も
の
が
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

授
業
で
は
「
20
〜
30
代
の
男
性
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
新
聞
広

告
を
作
る
」
な
ど
と
い
う
お
題
を
も
と
に
、
コ

ピ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
他
の
学
生
よ
り
面
白
い
も
の
を
提

出
し
て
や
る
、
っ
て
必
死
で
し
た
ね
。

　

八
巻
俊
雄
先
生
の
ゼ
ミ
は
大
変
な
人
気
で
、

抽
選
で
な
ん
と
か
入
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

広
告
が
好
き
な
ん
で
す
、
と
い
う
話
を
し
た
ら

目
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
八
巻
先
生
が
使
う

資
料
を
国
会
図
書
館
で
探
し
て
く
る
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
文
献

を
読
む
の
も
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
の
も
全
く
苦
で

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
広
告
業
界
で
働
く
夢
は

叶
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
お
仕

事
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
も
あ
っ
て
。
縁
っ
て
不

思
議
な
も
の
で
す
ね
。

　

卒
業
制
作
は
、
友
人
と
２
人
で
東
経
大
の
Ｐ

ん
だ
と
思
う
こ
と
も
正
直
あ
リ
ま
す
が
（
笑
）、

俳
優
の
あ
り
方
と
し
て
考
え
た
時
に
、
顔
と
名

前
が
そ
れ
ほ
ど
一
致
し
な
い
分
、
作
品
ご
と
に

「
役
に
染
ま
れ
る
」「
違
う
イ
メ
ー
ジ
に
捉
え
て

も
ら
え
る
」
っ
て
い
う
の
は
、
い
い
状
態
な
の

か
も
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

心
が
け
て
い
る
の
は
、「
悪
い
人
を
好
き
に

な
り
、
い
い
人
を
嫌
い
に
な
る
」
こ
と
。
ど
ん

な
作
品
で
も
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
そ
の
人
物

の
「
人
生
の
一
部
」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

も
の
す
ご
く
イ
ヤ
な
会
社
員
を
演
じ
る
時
は
、

家
族
の
前
で
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
か
。
逆
に

い
い
人
を
演
じ
る
時
は
、
ど
こ
か
に
下
心
は
な

い
の
か
な
と
探
っ
た
り
す
る
。
ど
う
し
て
そ
う

い
う
行
動
を
と
る
の
か
。
ど
う
し
て
感
情
が
動

い
た
の
か
、
人
に
つ
い
て
考
え
る
の
は
昔
か
ら

好
き
だ
し
、
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

若
い
頃
は
、
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
れ
ば
ど
ん
な

役
で
も
難
な
く
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
は
逆
で
、
ど
ん
ど

ん
怖
く
、
難
し
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
だ

か
ら
こ
そ
、が
む
し
ゃ
ら
で
何
も
知
ら
な
か
っ
た

当
時
の
自
分
に
は
負
け
た
く
な
い
。
あ
の
頃
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
作
品
ご
と
に
自
分
を
高
め
、

更
新
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
ら
な
い
後
悔
は
す
る
な

も
っ
と
貪
欲
に
楽
し
も
う

─
─
東
経
大
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
。

　

こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
、
あ
っ
た
か
い
雰
囲
気
が

好
き
で
し
た
ね
。
そ
れ
は
空
間
と
い
う
意
味
で

も
人
間
関
係
と
い
う
意
味
で
も
。

　

い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。
土
曜
の
１
限
が
英
語
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

僕
は
遅
刻
し
が
ち
だ
っ
た
し
決
し
て
優
等
生
で

は
な
か
っ
た
。で
も
何
か
の
機
会
に
先
生
に「
劇

団
み
つ
ば
ち
」
の
公
演
の
チ
ラ
シ
を
渡
し
た
ら
、

Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
絵
コ
ン
テ
を
書
い

て
、
出
演
し
、
撮
影
・
編
集
し
て
。
い
ま
に
し

て
思
え
ば
ア
レ
で
よ
く
卒
業
さ
せ
て
も
ら
え
た

な
と
（
笑
）。
先
生
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

父
の
言
葉
を
支
え
に

就
活
を
や
め
て
役
者
の
道
へ

─
─
一
度
は
就
職
活
動
も
さ
れ
た
と
か
。

　

周
り
の
友
達
が
急
に
ス
ー
ツ
を
着
始
め
て
焦

っ
た
の
と
、
大
学
ま
で
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
ん

だ
か
ら
就
職
し
な
け
れ
ば
っ
て
い
う
思
い
も
あ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
一
度
だ
け
企
業
の
合
同

説
明
会
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、あ
る
講
演
で「
も

し
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
こ
こ
に
い
る
な
ら
、

運
良
く
会
社
に
入
れ
た
と
し
て
も
続
か
な
い

よ
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
あ
あ
そ
の
通
り
だ

な
と
目
が
覚
め
ま
し
た
。

　

実
は
在
学
中
に
父
が
他
界
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
が
、
病
床
で
「
金
銭
的
に
貧
し
く
な
っ
て

も
心
は
貧
し
く
な
る
な
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

父
な
り
の
方
法
で
、
俳
優
の
道
へ
進
も
う
と
す

る
僕
の
背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
く
れ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
決
し
て
楽
な
道
の
り
で

は
な
か
っ
た
で
す
が
、
な
ん
と
か
こ
の
仕
事
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

─
─
い
ま
や
、
数
々
の
映
画
や
ド
ラ
マ
、
舞
台

で
ご
活
躍
で
す
。
名
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
称
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

　

僕
ね
、
初
め
て
入
っ
た
お
店
で
「
よ
く
来
ま

す
よ
ね
？
」
っ
て
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
ん
で

す
。
見
覚
え
は
あ
っ
て
も
俳
優
と
し
て
あ
ま
り

認
識
さ
れ
な
い
と
い
う
か
。
そ
れ
っ
て
ど
う
な

が
む
し
ゃ
ら
に
舞
台
に
立
ち
続
け
た

あ
の
頃
の
自
分
に
負
け
た
く
な
く
て

卒業生INTERVIEW
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東経大TOPICS

石川ゼミが日銀グランプリで最優秀賞を受賞 国分寺の街案内ならお任せを。

「ぶんじコンシェルジュ」
が誕生！

Ｒ＆Ｉの格付で
「Ａ＋（安定的）」を維持

　2018年11月23日（金・祝）、日本銀
行本店で開催された「第14回 日銀グ
ランプリ　～キャンパスからの提言
～」で、東京経済大学石川雅也ゼミの
チームが最優秀賞を受賞しました。
　「日銀グランプリ」は、日本銀行が
主催する学生向けコンテストで、学生
が金融・経済に関心を持ち、日本の金
融・経済の現状と将来について、自分
たちの問題として考えてもらうきっか
けとして、2005年度より開催されて
います。

今回は、「わが国の金融・経済への提
言」を課題として、全国52大学から
147編の応募があり、大学数・応募論
文数ともに過去最多となりました。論
文審査を勝ち抜いた５チームが決勝に
進み、プレゼンテーションと審査員と
の質疑応答による審査を経て、見事最
優秀賞を獲得しました。
　代表を務めた安部一壽也（経済3年）
さんは「このような名誉ある賞をいた
だけて大変嬉しく思います。決勝大会
まで、石川先生のご指導のもと、毎日

遅い時間までプレゼンテーションの練
習をし、準備を進めてきました。本番
特有の緊張感はありましたが、何度も
試行錯誤を重ねた提案でしたので自信
を持ってプレゼンテーションできまし
た。今回の大会で各チームから出た提
案が、実社会で実現できる日がくるこ
とを期待したいです」と受賞の喜びを
語りました。
　石川経済学部准教授は、「プレゼン
テーションと質疑応答の練習では、私
以外の先生にも見ていただき、あえて
厳しい意見を投げかけてもらい、それ
に対応する力をつけてきました。今回
の提案は、大枠から細かい数値まで、
すべて学生たちが一から考えました。
ゼミ以外の勉強や活動もある中での準
備はハードだったかと思いますが、学
生たちはよく頑張っていました。この
ような評価をいただけて、私も大変嬉
しく思います」と話しました。
　また、石川ゼミの別のチームは、決勝
進出には至らなかったものの奨励賞5
チームのうちの一つに選ばれています。

　学生ボランティアが国分寺市内を案
内をする「ぶんじコンシェルジュ」が
誕生しました。JR中央線国分寺駅構
内にある国分寺市案内所を活動の拠点
として、国分寺の魅力を市民や国分寺
を訪れる皆さんに発信していきます。
　国分寺市観光協会のレクチャーを受
け、認定された学生のみがコンシェル
ジュバッジをつけ対応にあたることが
でき、現在、ぶんじコンシェルジュ星
１つに認定されている学生は18名で、
今後国分寺検定等の試験を受け知識が
増えるとコンシェルジュとしての星の
数が増え、最高位は星３つです。
　毎週月・火・水曜（祝日を除く）の
週３日、17時から19時まで活動を行
います。英語での対応も可能で、東京
オリンピック・パラリンピックに向け
たインバウンド体制も整えています。
次年度以降は、活動の幅を更に広げ多
言語対応の国分寺MAPの作成やコン
シェルジュ活動時間の充実を図る予定
です。

　格付投資情報センター（R&I）は2018
年12月11日㈫、東京経済大学の信用
格付を公表しました。格付は「A+（安
定的）」でした。本学は、2004年度に
R&Iによる格付「A」を取得。2005年
度から2007年度は「A（ポジティブ）」、
2008年度に「A+（安定的）」に格上げ
以降、現在までこれを維持しています。
　格付けの主な理由は、大学の立地条
件、教育や就職支援面での面倒見の良
さ、志願者の学力水準が継続的に向上
している点などが挙げられています。

【最優秀賞チーム】
安部一壽也（経済３年）、笠倉一樹（経済２年）、樋口拓郎（経営４年）、深澤広大（経営２年）

タイトル： 所得控除連動型消費税免税マイナス金利デビットカード（免税カード）
のすすめ

【奨励賞受賞チーム】
木村晃佑（経済３年）、舘野栞（経済２年）、世坂駿（経済２年）

タイトル：介護施設のアモーレ ～ＫＡＩＧＯ銀座商店街～










